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Conclusion 

Publication 

Table1 従来ddPCR法及びPre-Amp ddPCR法によるcfDNAにおけるKRAS変異のジェノタイピング結果 
 

          従来のddPCR法では、1反応当たりに検出される変異型KRAS DNAのコピー数が3以上のものを陽性サンプルとして、Pre-Amp ddPCR法で 

       は、変異型KRAS DNAの割合である（変異型KRAS DNA）/（野生型KRAS DNA)の値が0.09%以上のものを同じく陽性サンプルとして判断し 

       た。 

 

  今回の論文により、目的臓器のがん細胞由来のcfDNAの量が著しく少なく、特に安定的な測定が非常に困難であった血
中cfDNAを用いた膵がん検出に於いて、Pre-Amplificationを組み合わせることで陽性・陰性のシグナル差をはっきりさせ、
サブサンプリング問題を改善し、サンプルDNA量が限られた中でのｃｆDNAによるKRAS変異検出の精度を向上できる方法
が示されました。 

※ 本資料作成に当たり、札幌東徳洲会病院 医学研究所, 旭川医科大学 内科学講座 消化器・血液腫瘍制御内科学分野 水上 裕輔先生、小野裕介先生よりデータをご提供頂いております。 
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